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２．競争的資金等の研究
競争的資金等の名称 研究名 研究代表者・研究分担者の別 研究期間

該当なし

名称 単・共 発表場所等 発表者（発表者は○印） 発表等年月
保育士等キャリアアップ研修「マネジメント」
分野の研修内容の構成に関する一考察ー研修テ
キストにおける演習の分析と実践報告の検討を
通じてｰ

単著
子ども・教職研究（5），
30－39.

田口賢太郎 2022.3

津守真の保育者論における「省察」の有
する反専門的特質

共同
日本保育者養成教育学会
第6回研究大会、於：日本
女子大学（東京）

○吉田直哉、安部高太朗、田口賢太郎 2022.3．6

（４）その他

保育の現象学的研究の課題に関する考察
－榎沢良彦『幼児教育と対話』の空間論
的読解をもとに－

共同
日本乳幼児教育学会第31回
大会、福山市立大学（福
山）

○田口賢太郎、吉田直哉、安部高太朗 2021.12.18

「午睡」の実施状況－幼稚園・保育所・
認定こども園の違いに注目して－

共同
日本保育者養成教育学会
第6回研究大会、於：日本
女子大学（東京）

○田口賢太郎、青柳宏幸、中込まゆみ、
富田純喜

2022.3．6

（３）学会発表
学会発表の演題 単・共 学会名、開催都市 発表者（発表者は○印） 発表等年月

該当なし
単・共 査読 著者、編者名 発表等年月

心とからだの健康,第26巻1号, 子どもたち
に寄り添う養護とは―「養護」という言
葉を掘り下げてみて―

単著 あり 健学社、73-75 田口賢太郎 2022.1

IF対象誌 雑誌名、巻（号）、開始-終了ﾍﾟｰｼﾞ

（２）論文
論文の名称

氏名 田口　賢太郎 部署 社会福祉子ども学科 職名 助教

著作の名称 単・共 ISBN 発行所、全ページ数 著者、編者名 発行等年月

経歴
2013年香川短期大学子ども学科第Ⅰ部助教、2015年山梨学院短期大学保育科専任講師、2020年埼玉県立大学社会福祉
子ども学科助教

所属学会（役職） 日本教育学会、教育哲学会、臨床教育人間学会、教育思想史学会、日仏教育学会、日本保育学会、保育者養成教育学会

１．研究業績
（１）著作

研究分野 教育哲学、子ども学、保育学
学位 修士（教育学）

学歴
2004年早稲田大学教育学部教育学科、2008年東京大学大学院教育学研究科修士課程、2010年東京大学大学院教育学研
究科博士課程

The Routledge  Encyclopedia of  Modern
Asian educators,  Khono,Kiyomaru

共著 あり
Routledge,436
135.

Editor:Shin’ichi Suzuki、Gary
McCulloch, Gu Mingyuan,
Parimala V.Rao, Ji-Yeon Hong
coauthor:Kentaro Taguchi,et al.

2021.6

小学校教育用語辞典,「厚生労働省」「就学前
の子どもに関する教育、保育などの総合的な提
供の推進に関する法律（認定こども園法）」
「児童福祉法」「環境」「表現」「待機児童」
「倉橋惣三」「東京女子師範学校附属幼稚園」

共著 あり
ミネルヴァ書房、365
(担当箇所325、328、333、
334)

編集代表：細尾萌子・柏木智子
編集委員：久保田健一郎、ほか18
名
執筆者：田口賢太郎ほか197名

2021.5
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保育実習事前事後指導Ⅲ 3 訪問担当の事前事後指導を行った。

教育実習（幼）Ⅰ 1（全15コマ中） 訪問担当の事前事後指導を行った。指導案への助言を行った。

保育実習事前事後指導ⅠA ○ 15 事前事後指導、報告会と報告書の作成指導等を行った。
保育実習事前事後指導ⅠB 1 訪問担当の事前指導を行った。
保育実習事前事後指導Ⅱ 3 訪問担当の事前事後指導を行った。

教育実習（幼）Ⅰ 1（全15コマ中）
実習終了後の全体振り返りを担当。また、訪問担当の事前事後指導を
行った。

（２）演習

演習の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

保育・教職実践演習 1（全15コマ中） 第1５回最終回まとめでの助言を行った。

（５）その他
名称 期間 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

該当なし

卒業論文 2021.4～2021.12 主指導 2名 副指導 名

（４）論文指導
対象 期間 主指導・副指導の別及び指導人数

教育実習（幼）Ⅱ 2021.6.1～9.31 担当学生を対象に訪問指導を行った。
保育実習ⅠA 〇 2021.9.3～10.31 実習先との調整、担当学生を対象に訪問指導を行った。

教育実習（幼）Ⅰ 2021.9.6～9.10 担当学生を対象に訪問指導を行った。

保育実習Ⅱ 2021.9.3～9.31 担当学生を対象に訪問指導を行った。

（３）実習

実習の名称 科目責任者
学外実習：期間

学内実習：コマ数
概要（教育内容・方法等において工夫した点）

IPW実習 2020.10.5～10.8 教員FTとして学生のグループ活動のファシリテート等を行った。

保育実習Ⅲ 2021.9.3～9.31 担当学生を対象に訪問指導を行った。

教育原理 〇 15
教育の目的と本質、行政・制度、内容と方法、具体的な実践とその評価等、教育
に関する各種トピックについて、オンラインでの講義を主として、グループワー
クを取り入れた授業を行った。

教育学 〇 15
教育諸学の成果に関して国内外の思想・哲学的なトピックを中心に取り上げ、オ
ンライン同時接続型で小グループでの話し合いワークを中心に授業を行った。

教育行政 〇 15
各種教育法規とこれに基づく教育制度、国や地方公共団体の教育行政について理
解を深めるため、学生の具体的体験を取り上げ共有しつつ、講義を主として授業
を行った。

教育・保育課程の意義や編成の方法、カリキュラム・マネジメント等に関して、
講義を主として、グループでの話し合い学習や課題演習を踏まえた反転学習を取
り入れて授業を行った。

15〇保育・教育課程論

保育者論 〇 15
保育職を志す学生に対しての導入となるべく、保育職の意義、役割、資質能力等
の基礎について、オンライン同時接続での講義を主として、グループワークや反
転学習等を取り入れた授業を行った。

保育原理 〇 15
保育の本質、目的、意義の基礎的な理解につながるオンライン同時接続での講義
を主として、小グループでの話し合いワークや反転学習等を取り入れた授業を
行った。

３．教育業績
（１）講義

講義の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）
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1 該当なし
８．特記事項

該当なし

該当なし
７．特許の取得

特許名 特許番号 登録年月

学科等における委員会等 研究誌『子ども・教職研究』編集委 2020.4～2021.3
６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

学科等における委員会等 国際交流委員会　委員 2020.4～2021.3

５．学内運営
項目 内容 期間

該当なし

（４）その他
項目 相手方等 内容 期間

該当なし

（３）ジャーナリズムでの発言
メディア等の名称 内容 年月

日仏教育学会 学会事務局幹事 現在に至る

（２）国、自治体、学術団体等における委員等
国、自治体、学術団体等の名称 委員等の名称 任期

保育士等キャリアアップ研修 山梨県保育協議会 「マネジメント」研修 2022.3

４．社会貢献活動
（１）講演会、研修会、公開講座等の講師

講演会、研修会、公開講座等の名称 主催 講演、研修、公開講座等のテーマ 開催年月


	新様式

